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基本情報

• ccNSO （国コードドメイン名支持組織）

– 正式名称：

Country Code Names Supporting Organisation
– ICANNにおける位置づけ

• ICANNの活動を支える支持組織の一つ。

• 約250のccTLDの内、約180のccTLDが参加。

• ccTLDレジストリの連合体としてICANNの他支持組織や
諮問委員会などと協調しながら、ccTLD全体にまたがる
グローバルな課題についてポリシー案を作成し、ICANN
理事会に勧告を行う。
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JPRSは、日本を表す「.JP」を運用するccTLDレジストリとして
ccNSOに参加。               ※JPRSからは遠藤淳、高松百合が参加
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ccNSOに関連する主な会合
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6月9日（月） ・Tech day
・DNSSEC Workshop

6月10日（火） ・ccNSO Members Meeting Welcome Session, 
incl. “”How We Meet” and IANA Update ①

・ccTLDs and IGFs: 20 Years of WSIS Implementation 
  and the Road Ahead
・Breaking Barriers: how governments and ccTLDs 

advance UA
・ccTLD Financial contribution②

6月11日（水） ・A Casual Meet-Up for ccNSO Newcomers
・ccTLD News
・DNS Abuse Standing Committee: online scams and 

financial crime③
・Joint session with GNSO RySG④

6月12日（木） ・ccNSO Council
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①ICANN会合の今後の在り方
に関する議論（1/2）

• 今までの経緯

– ICANNでは、会合開催コストが継続的に増加する一方で、
今後の大幅な収益増は期待できない状況にある

– 2024年12月に各SOとAC
の代表からなる小グループ
を設置

– 以降、小グループでの議論
やICANNコミュニティへの
の意見聴取を経て2025年3月に報告書の初案を公開

– 2025年4～5月にかけて意見募集を実施し、6月に意見募集
結果を公開
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意見募集結果：
How We Meet: Reviewing the Implementation of the ICANN 
Public Meetings Strategy
<https://www.icann.org/en/public-comment/proceeding/how-we-meet-reviewing-the-
implementation-of-the-icann-public-meetings-strategy-09-04-2025>
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①ICANN会合の今後の在り方
に関する議論（2/2）

• ICANN83での動き

– ccNSO内では、4月~6月の意見募集時にccNSOが提出した
意見が共有された（以下一部抜粋）

• 会議のレベルを維持した上での会期短縮の支持

• 開催地域の巡回を前提とした、コスト効率の良い会場選択の支持

• 完全なオンライン開催への反対（緊急時を除く）

– ICANN全体では、小グループでの意見募集結果確認が
一般に公開される形で開催され、意見聴取を実施

• 今後の予定

– 小グループにて最終報告書を作成し、ICANN President 
and CEOに共有

– 以降、ICANN President and CEOにて対応を判断予定
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②ccTLDからICANNへの
財政的貢献に関する議論（1/3）

• 今までの経緯
– ccTLDは、2013年に制定されたccNSO Financial Guideline
に基づいたICANNへの財政的貢献が推奨されているが、制
定時に見込んだ金額が集まらない状況が継続

– ICANNの財政状況が厳しくなる
中、安定的にccTLDからの財政
的貢献を得たいというICANN事
務局の意向もある

– Fin2（※）にて改訂ガイドライン案
を作成、ICANN82にて意見聴取
をした結果、強い反対はなし
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BAND ドメイン名管理件数（件） 貢献額（USD）

A X＞500万 225,000

B 500万≧X＞250万 150,000

C 250万≧X＞100万 75,000

D 100万≧X＞50万 25,000

E 50万≧X＞25万 15,000

F 25万≧X＞5万 10,000

G 5万≧X 500 

2013年に制定されたガイドライン
https://ccnso.icann.org/about/guidelines-cctld-contributions-27nov13-en.pdf

（※） FIN2 WG： Second Finance Working Group 
https://ccnso.icann.org/en/workinggroups/sfwg.htm

https://ccnso.icann.org/en/workinggroups/sfwg.htm
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②ccTLDからICANNへの
財政的貢献に関する議論（2/3）

• 財政的貢献に対する基本的な考え方
– ccTLDによるICANNへの財政的貢献は自発的に行われるべき

– ccTLD固有及び分担すべき費用の例
• “IANA Naming Function”
サービスの維持コスト

• DNSのグローバルな
安全性と安定性の担保、
“IANA Naming Function”
IANA機能に関するポリ
シー策定に対するICANN
のコスト
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ICANN83でのFIN2による発表資料より抜粋
https://icann83.sched.com/event/246Y9/ccnso-cctld-financial-contributions
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②ccTLDからICANNへの
財政的貢献に関する議論（3/3）

• ICANN83での動き
– ICANN82での意見聴取および2025年4～5月に

FIN2 WGが実施したサーベイ結果を踏まえた最終
報告書案の紹介と提案への意見聴取を実施
1. 財政貢献に関する基本的な考え方

    2. 小規模なccTLDレジストリの貢献を得やすくするための
金額区分の細分化

– 初案より支持数が増加

• 今後の予定
– 8月のccNSO評議委員
会における最終報告書
採択に向け継続検討
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ccTLDがICANNに財政的貢献を行う理由
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③DNS Abuse Standing Committee
によるセッション（1/2）

• 振り返り（DASCとは）

– ccNSOとしてDNS Abuseに関する取り組みについて
検討した結果、2022年3月に設立

– DNS Abuseに関連したベストプラクティス（対処、啓
発活動等）の共有や、参考情報の共有等をccTLD間
で行うべく、レポジトリのメンテナンスやICANN会合で
のセッション企画等を実施

• ccNSOメンバに対する拘束力を持つポリシー等は作らない

– 体制

• チェア：Nick Wenban-Smith （.uk）
• 副チェア：Bruce Tonkin （.au）
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③DNS Abuse Standing Committee
によるセッション（2/2）

• 概要
– オンライン詐欺や金融犯罪の現状共有、

ccTLD等での取り組みの共有を実施
• FBIによる、年次レポートよりオンライン詐欺や金融
犯罪の現状紹介

• IIF（Internet Infrastructure Forum)による、インターネット
インフラ事業者を中心とした、主にDNS Abuse以外の
Abuseに関する知見共有や議論を行うイニシアチブ設立
の紹介

• .sg（シンガポール）、.au（オーストラリア）による、各TLD
における取り組みの共有

• 今後の予定
– ICANN84ではccTLD以外の観点を持つステーク
ホルダーとの議論を実施予定
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④GNSO RySGとの共同セッション（1/2）
• 背景

– ccNSOとRySG（Registries Stakeholder Group）は、
ccTLD・gTLDの違いはあるが、いずれもTLDを運用
するレジストリの集まり

• RySGは、gTLDレジストリの集まり。gTLDに関するポリ
シー等について議論・政策提案などをGNSO評議委員会
に行う

– これまでも、一部ccTLDレジストリとgTLDレジストリ

が非公式に集まり、共通課題に関する意見交換等を
行っていたが、公式な集まりとすべく、ICANN83では
実験的に公式セッションとして開催

• ccTLDとgTLDでの連携・協働の可能性を模索
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④GNSO RySGとの共同セッション（2/2）
• 概要

– 進行はccNSOとRySGの代表が実施
• ccNSO: Alejandra Reynoso（Chair）, Chris Disspain（Councilor）
• RySG : Beth Bacon（Chair）, David McAuley（Member）

– ccTLDとgTLD共通の関心事候補を参加者に共有

– セッション参加者を対象とした投票の結果、インター
ネットガバナンスや各種規制対応、DNS Abuseへ
の関心がうかがえた

• 今後の予定
– 共同で小グループを
立ち上げ、コラボレー
ションに向けた枠組み
を検討予定
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